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はしがき
肝臓疾患の際に血清燐酸酵素が増強されることに
ついては，既に多くの学者によって報告されて来た 
が(1)(7)，犬野(13)は家兎を用いて閉塞性， 中毒性並
びに溶血性寅痘時の，血清と肝臓に於ける燐酸ーモノ
エステラーゼ、及び s-グルコシダーゼの増減，並び
に血清燐酸酵素の賦活態度の観察から，三種黄痘の
酵素的特殊性を明らかにすると共に，これら酵素の
由来について報告している。叉海住(10)は中毒性並
びに閉塞性黄痘時に，血清アルギナ{ゼの増強され
ることを報告しており， Brauer等ωは四塩化茨素
中毒時，血禁中コリンエステラーゼの増強すること
を報告している。
私は，更に寅痘時に於ける血液酵素の状態を追究
するために，家兎の正常並びに四塩化笈素中毒時に
於ける血竣，及び赤血球溶血液につし、て，i般粉を支 
持体とする ZoneElectrophoresisにより，増加，
或は出現する燐酸モノエステラーゼ，ペプチダ{ 
ゼ， コリ yエステラーゼ，s-グルコシダーゼ， ア
ルギナーゼを分離観察L，主としてグロプリシ分劃
に於いて， これら酵素の菱化が薯明なこどを知つ
た。本論文に於ては， 之等の成績について報告す
る。
実験の部
I) Zone Electrophoresis 
KunKel H. G.(11)の方法に従い，澱粉を支持体 
として，装置は東亜工業株式会社製のものを用い
た。
a) 血襲。 37%グエシ酸ソー〆液 O.lmlを取り， 
あらかじめ乾燥せしめた共栓遠沈管に 10mlの血液
をとって混和，遠沈により血援を分離し，流水に 1
日， M/20，pH 8.6 ペロナ~;1-塩緩衝液に 1 日;透析，
生じた沈澄を遠沈分離した上清を試耕として用い 
た。泳動条件は， 7mA，150 Volt 20時間氷室中に 
て約 100Cに保つ。泳動緩衝液は，上記透析緩衝液
を用い，原点は陰極端より， 15--16 cmにとった。
分劃及び拍出には，先ず搬粉上に櫨紙帯を貼附し，
B. P. B.染色液により染色しく11〉，各血費分劃の位
置に相応して澱粉を切離し，更にその左右に連らな
る部分は 3cm巾に切った。次いで，各々澱拐容積
と等容の生理的食塩水で、抽出した。
め赤血球溶血液。上記血紫を分離後，赤血球沈
澄を生理的食塩水にて 2回洗糠，次L、でこれに水を
加えて原血液量にし，流水に 1日， M/20，pH 7.0 
ベロナール塩緩衝液に 1日透析する。生じた沈澄を
遠沈分離した上清を試料として用いる。泳動条件
は，前記 a)項と同様に行い，(但L，泳動時聞は 16
時間，原点は陽極端より 15--16cm)泳動後，澱粉
を各 3cm巾あるいは，必要に応じて更に細分し，
各々澱粉容積と等容の生理的食塩水で、抽出した。
11) 酵素実験
a) 燐酸モノエステラーゼ(5)
基質 M/400P-ニトロフェニーノL燐酸 (P-NPP)
又は71<(対照)1.Oml +緩衝液 M/20pH. 9.0ベ
ロナー ノL酢酸塩(血竣〉叉は， M/20 pH 6.0酢酸
塩(赤血球)1. 0ml +賦活剤UM/40 MgC12 1.0 ml 
(血疑〉叉は水(赤血球)+酵素液(透析血疑，赤血
球溶血液並びにその各泳動分劃抽出液)2.0 ml。以
上混液を 370C所定時間放置後， その 2.0mlに 16
%三塩素酢酸 2.0mlを加え，除蛋白漏液 2.0mlに 
飽和茨酸ソーダ¥液 2.0mlを加え，発現する黄色を 
Pu1frich光度計，フィルター 543で測定する。
めペプチダーゼω
基質 M/400ロイシル・ m ・アミノ安息香酸 (L-
aB)， グリシノ1-.m・アミノ安息香酸 (G-aB). 叉
は水(対照) 1. 0 ml +緩衝液 M/10pH 7.4燐酸
塩緩衝液 2.0ml十酵素液(前記と同じ) 2.0 ml。
以上の混液を 370C所定時間放置後，その 2.0mlに
5%三塩素酢酸 3.0mlを加えて除蛋白し，漉液1.0
mlを 10ml目盛っき試験管に取り， N塩酸5滴を
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加えて氷冷，次いで 30%亜硝酸ソーダ液 1滴を加
え， 2分後， H酸アンモニア亜硫酸ソーダ混液 2.0 
mlを加える。これに冷水を加えて全量 10m1とし， 
10分間室温に放置後，フィルター S53にて測定す
る。 
c) コリ yエステラーゼω
基質 Mj100アセチ{ルコリシ塩酸塩叉は水(対
照)1. 0 ml +緩衝液 Mj20pH 7.4ペロナール塩
緩衝液 2.0ml+酵素液〈前記と同じ) 2.0 ml。以
上混液を 370C所定時間放置後，その 2.0m!に 4.0 
mlのアルカリ性ハイドロキシラミン液を加え， 1 
分後， 濃塩酸1.0mlを加えて穏過し，憶液 4.0m1
に 0.37M塩化鉄 (M/10塩酸液)1. 0 m1を加えて
発現する紫掲色をフィルター S53で測定するo
並びにオ 9~ プ油の等量混液を， コ、、ムカテー テノしに
より径口的に与え， 20時間後に採血する。
実 験 幸吉 果 
1) 涼動前の酵棄活性 
s-グノLコシ〆ーゼ及びアパギナ{ゼは，正常血
竣並』び、?と赤血球溶血液中には存在しないが，中毒時
の血築中に出現し，正常血竣中に存在する燐酸モノ
エステラ{ゼ，ベプチダ{ゼ，コリユ/エステラーゼ
は何れも中毒時増量する。赤血球中のこれら酵素は
中毒時もその活性度は愛らない(第 1表〉。
第工表 部〈動前血液中の各種酵素の活性 
素酵 名 料 l正常時 l中毒時
* 
守のかグ、ノLコシダ{ゼ"(13)
試
x 8 9%燐酸モノエ
基質 M/400P・ニトロフェニー ;]."s-グルコシド ステラー ゼ‘ x80 62% 
又は水(対照) 1. 0 m l.+緩衝液 M/10pH 7.0燐
25%Ix20血疑lペプチダーゼ。以上2.0 ml+酵素液(前記)1.2.0m酸塩緩衝液
， J 柑 l赤血球 Ix40 11%
%%一%%一99
一60
一
iRU
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70% 
一円 
δ
噌
一混液を 370C所定時開放置後，その 2.0mlに三塩素
酢酸 2.0mlを加え，除蛋白漏液 2.0m1に飽和茨酸 コリシエス
テラーゼ‘
ソーダ液 2.0m!を加えて， 発現する黄色をフィル
血緊 Ix20 33% 
赤血球 I x40 74% 76% 
タ~ S43で測定する。
e) アルギナーゼ(15)
基質 M/1000アルギ、ニン塩酸塩叉は水(対照〉 
1.0ml.十第二燐酸ソーダ液， 2.0m1 +酵素液(前
記)2.0 m!。以上混液を 370C所定時開放置後， 10 
ml目盛っき試験管に， その 2.0mlを取り， 2.5% 
ズルフォサルチノL酸混液 (5%ズ、ノLアオサルチノL酸 
50ml +M/100グリシン 50ml +0.05gオキシシ〕 
2.0m1を加えて 15分間氷冷，次し、でヒポプロミッ
ト液1.0mlを加え，更に水にて全量 10m1とし， 
3分後発現せる樫色をフィルター S50で測定する。 
111) 四塩化炭素投与法方(13)
成熟家兎 1kg当り 0.8mlの割合で， 四塩化茨素
かめLコシ l血竣 Ix 8 I0 I60% 
!J. ~ ゼ l赤血球 Ix 8 I 0 I0 
アルギナ{ゼ、 血泰 Ix10 
赤血球 1.'x 8 
I 0 
I 0 
I94% 
0 
370C 60分値。夫々の実験条件は本文参照。
持は実験混液中における試料の稀釈倍率。制基質
としてロイシル・m司アミノ安息香酸を用いた。
11) 涼動後の酵素の位置と活性度
血竣及び赤血球溶血液につL、て，上記の実験方法
に土って ZoneElectrophoresisに附し，各酵素
の分布並びに強さについて検した。 
a) 血撲。正常血撲に於ける各酵素の分布は図 1
の如えである。即ち，燐酸モノエステラ{ゼは小 
図工 血繋泳動各分割の酵素活性
酵素作用時間 
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図 E 燐酸モノエステラーゼの分布
泳酵動素条作件用時は間図 Iと6時同間じ 弘「FE 正中常毒血血祭% 
t30 
却 
1.0 
~ 
-4 -3 ー2 1 原点 r-G1ob. s-Globα2，αI.Glob Alb 十1 +2 
Glob.分劃，ペプチダーゼは s-Glob.及び Alb.分 コリンエステラーゼ、に於ても，同様に著明な増強
劃，コリンエステラーゼは 7・Glcb.分劃にその極 が認められた。 Cooper等(3)は超遠心、沈静、によって
大活性部分があることを認めた。 分離せる Alb.分劃に，コリシエステラ{ゼが含ま
次いでこれらの酵素の中毒時に於ける菱化につい れているととを述べ， Jogni等(14)は馬血清を漏紙
て見ると，燐酸モノエステラーゼは，その極大部分 電気泳動によって分離じ， この酵素がかGlob.と
の位置は斐ることなく，全体としてそれより陰極側 共に移動すると報告している。然しながら私の澱粉
に於ける活性度の増強が著明で、あった。(図 II) による ZoneElectrophoresisの成績においては，
ペプチダーゼは， s-Glob.及び Alb分劃のごカ 同酵素は 7・Glob.分劃と共に移動することを認め
所に極大部分を持ち，中毒時何れの部分に於いても た。(図工， IV) 
増強されるが，特にs-Glob分劃に於ける増強が薯 次に，四塩化安素中毒によって，新に血清中に出
しい，;(図 m)尚 Alb.分劃より得たペプチダーゼ、 現するかグルコシダーゼ、は， r・Glob.分劃に，極
は， Mロ++十 Cysteinにより賦活され， かつて当 めて強いアルギナーゼは，原点を頂点として，広い
教室に於いて小腸より硫安分劃アルプミ γ部分より 範囲に亘って分布する。(図 v)
得られたロイシル・アミノペプチダーゼと類似Lて b) 赤血球溶血液。赤血球溶血液の泳動には，
おり ，s-Glob.分劃より得たものは賦活されなかっ pH.7.0ベロナール塩緩衝液を用いたが， 之は赤血
分解
た。 球燐酸モノ ステラーゼが，アルカリ性緩衝液に対L
図 E ペプチダーゼの分布
議 
動素質泳酵基 件周条作は じ間同時' ζ 5図関
3
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図 IV コリシエステラーゼの分布
分解 泳動条件は図 Iと同じ 仇正常血祭%
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図 v sー グノレコシダ{ゼ及びアルギナーゼの分布
解守 d白v 
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する透析により，著明にその活性度が低下すること 毒時のものにつし、ては電気泳動は行わなかった。ー
を認、めた為である(図V1)。そこで私は， 1日流水
に透析した後， pH 7.0ペロナ{ノL経衝液に 1日透 図 U 透析に対する燐酸そノエステラ{ゼ
析を行い， その緩衝液を用いて泳動した。その結 の安定度
果， pH 7.0ペロナーノL緩衝液での泳動は， 蛋白質 介
部分の大部分をなすヘモグロピシと，諸酵素がよく
解 
% 
80 
分離し，好結果をもたらしたので，燐酸モノヱステ
-3 -2 -1 原 r-GJob s:GJob. m: az-Glob. Alb 十1 +2 
F.i¥ 
ラ{ゼのみならず，赤血球溶血泳の泳動は凡てこれ
に従った。尚，ペプチダーゼ，コジ シエステラーゼ、
は， pH 7.0ベロナ{ノL緩衝液透析後も， その活性
度は殆んど安化しない。
かくして，正常赤血球溶血液に於ける成績は図刊
の如くである。即ち，燐酸モノエステラーゼは陰極
側第 1分劃に，ペプチダーゼは陽極側第 1分劃に，
コリシエステラ{ゼは原点より僅かに陰極側に存在
する。尚表工に示した様に，赤血球内の諸酵素は中
60 
毒時に於し、ても正常時との差が認められない為，中
15' 30' 60' 
時間(分〉 
120' 
分解 
ハυ
図四 赤血球泳動各分董.~の酵素活性
%hh 泳動条件は本文Ir記載 η4Aqnb一・ 燐酸モノえステラーゼ
--。ー コリンエステラーゼ
-a-iL-aB)〉ベプチダーゼ
世+ー (G.aB)
40 
30 
20 
10 
ρ 
問問問時時時 
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エステラーゼの増強が，かグノL主γダ{ゼの出現
者 按 と相侯って，酵素蛋白自体の肝細胞より血中への移
既に大野(t3)は，中毒性黄痘時に於ける燐酸モノ 行であり，賦活物質の出現によるものでないことを
A
A
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報告しているが，私の行った透析血清による電気泳 γ分劃部分に於ける増強が著しい。赤血球中の酵素
動分劃より得た酵素につし、ての今回の成績も，この は安らなし、。
事実を裏書きするものと考えられる。即ち，四塩炭 3) 四塩化茨素中毒によって新に出現する血疑中
素中毒によって増強され，叉新に出現する五種の酵 介グノLコシダーゼは， r-G1ob.分劃と共に， アノL
素は，主としてグロプリ y分劃に存在し，その増強 ギナーゼは原点を頂点として広い範囲に分布する。
も叉グロプリン分量lに於いて著明であり， s-Glob. 
及び Alb.分劃の二箇所に分布するペプチダーゼ干こ 本研究は赤松教授の指導により文部省科学研究費
於いても中毒時に於けるその増強は，特に介Glob. によって行われた。こ与に深甚なる感謝の意を表す
分劃部分に於し、て著しし、ことが示されている。これ る。
らの事実は，肝疾患時に於けるグロプリシ蛋白の増
量による血中 A/G比の減少の事実と相侯って，肝 支 献 
細胞中の，これら酵素自体を含むグロプリシ性蛋自 1) Armstrong，A. R. u. King，E. T.: Can-
1935.，379，32].，ad. tned. Assoc. の血中への移行と考えることが出来よう。叉正常時
認められないアルギナーゼの血竣中への出現につし、 2) Brauer，R. W. & M. A. Root: Amer. 
ても，正常時肝細胞核中に多量に存在しω，胆汁中 ，149 1.]. physio 611，1947. 
中毒時にこの酵素が，〉，10には殆んど存在しない〈 
赤血球，尿中には出現せず〈9〉，血禁中にのみ出現す
ること，並びに， 血禁中に出現したアルギナーゼ
が，透析，泳動によって分離された後尚 MnH-によ
って賦活される仰事実と相侠って，肝純胞中のグ、ロ
プリシ性蛋白であるアルギナーゼ自体が血行中に移
行するものと想像することが出来よう。
総 括 
1) Zone Electrophoresisにより，家兎の血疑
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とを認めた。但し，血竣泳動緩衝液は pH.8.6，赤 
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第 2報 血清アノレギニン及びグリコシアミンの定量 
iま しがき
正常並びに四塩化茨素中毒時の血棄と赤血球溶血
液中の諸酵素について，先に搬粉を支持体とする
Zone Elecrophoresis により分離し，その~化を
観察して報告したω。その際，正常血竣中に存在し
ないアルギナーゼが，中毒時著明に出現すること，
並びにその意義を検討したが，このたびは，この事
実に関係して，更に血撲中のアルギナーゼの性質を 
追求すると共に，血清中アルギニンの量に及ぼす
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影響及びグリコシアミ νの量を定量し，併せて尿中
のこれら坂口反応呈色物質を測定した。呈色法に
は，私共の教室に於いて新に改良した渡辺の坂口密
法(12)を採用した。 
験 の 部
I) 血清並びに尿中のアルギナーゼ
血清並びに尿中アルギナーゼの測定にあたって
は，次の如き処方により，アルギ、ニン其の他の坂口
さを検した。 
+緩衝液 Mjl0pH 9.2ペロナ{ノL塩緩衝液(但し
グリコシアミシには pH7.0 Mj10燐酸鰻衝液)2.0 
ml.+賦活剤 Mj3000MnS04 (グリコシアミンに
は水)1.0ml.十酵素液 (2日間流水透析した寅痘血
清又は尿)1.0ml.以上の混液にトルオールを重量
し， 370C所定時開放置後，渡辺の坂口安法(12)に従
って 10ml目盛付き試験管にその 2.0m1を取り， 
2.5%ズルフォサルチル酸混液 (5%ズ、ルフォサルチ
実 
反応陽性物質の呈色度の減少によって酵素作用の強
/1a) M 000処方及び呈色法。基質 アルギニン塩
Mj1000 Mj800酸塩 アルギニシ酸 アグ‘マチン硫， ， 
M/600 0ml酸， グリコシアミシ，叉は水(対照)1. 
+ +Mj10050m 50 0.05ノレ酸 l. グリシン液 l.m g. 
オキシン)2.0m1を加え，その櫨液2.0m1に 2.5%
苛性ゾ{〆液を加える。次いで 15分間氷冷後ヒボ
ロミ y ト1.0mlを加え，更に水にて全量 10mlと
し，発現する樫色を Pu1frich氏光度計 S50のフィ
ルターで吸光度を測定する。 
b) 実験結果
家兎四塩化炭素中毒血清中に出現するアルギナー
ゼは，電気泳動前に於いても，叉泳動後に於いても 
アグマチン硫酸， グリコシアミン等は殆んど作用し
ない(表。。
表r.中毒血、清による諸種グアニジノ化合物の水解 
基 質 pH 24 時 間
アルギ シ 9.2 100% 
グリコシアミシ 7.0 2% 
9.2 3%アグマチン硫酸
アルギニン酸 9:2 。 
次いで、尿中アノLギナ{ゼの有無を検したが，正常
並びに中毒時の何れの尿中にもアルギ、ナ{ゼ作用は
認められなかった。 
II) 血清中アルギニン及びグリコシアミンの測
定
血液5mlを採り， 5分放置後， 2000回転 10分間
遠沈して血清を分離し， その 2.0mlに同容の 16%
三塩素酢酸を加えて混和， 5分後 3000回転 15分間
遠沈し， 3ml余りの上清液を得る。この1.0mlを
全坂口呈色物質の定量に，残りの 2.0m1をアルギ
ナーゼを用いてのアルギニシ分解試験に用いる。
正常血清をそのま~ 370Cで放置しておくと， 放
置時間と共にズルアオサルチノL酸混液除蛋白瀦液に
図"1 中毒血清によるアルギニンの分解 
・ー-!¥1nSu，なし 
。
・・0 M;'000 MnSU，加 
MnHによって賦活される(図工，n)。叉アルギニ 15' 30' 60' 120' 
シ以外のグアニジノ化合物，即ち，アルギ、ニシ酸，
ー幅一酔時間(分}
図宜 中毒血清電気泳動分劃によるアルギニンの分解 
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移行する坂口呈色物質、が増量し，大きな測定誤差を 
生ぜしめる。そのため，アルギナーゼを作用せしめ
る前に三塩素酢酸を以って除蛋白した。三塩素酢酸
塩は，肝アルギナーゼ作用，並びに我々の坂口呈色
反応を阻害せず，ズルフォサルチル酸で、は除去し得
ぬ蛋白様呈色物質を完全に除き得る。
a) 全坂口呈色物質の定量。上記除蛋白上清液
1.0mlを 10ml目盛っき試験管にとり， 2.5%ズル
フォサルチル酸混液1.0mlを加え，次いで 4.5%苛
牲ソ{ダ液(三塩素酢酸を中和するに要するアルカ
リを合む)1. 0 mlを加える。以下，氷冷下前述の坂
口安法と同様ヒポプロミット及び水を加えて全量
10mlとして吸光度を測定する。
b) アノLギナーゼ、作用後の呈色物質の定量。上記 
除蛋白上清液 2.0mlに 2N苛性ソーダ液と Nj5第
二燐酸ソーダ液との等容混液1.0mlを加え，充分 
に混和し，テストペーパーにて pH9.0となった事
を確認した後，豚肝アルギ、ナーゼ制1.0mlを加え，
370C 2時間放置後，この検液 2.0mlに 2.5%ズソLフ
ォサルチノL酸混液を加えて除蛋白し， ~毒液 2.0ml
を 5ml目盛っき試験管にとり， 以下前記坂口~法
に従い水をもって全量 5mlとして吸光度を測定す
る。尚対照として Mj1000アルギニン 1.0mlと16
%三塩素酢酸1.0mlの混液に酵素液を作用せしめ
た後呈色したものを用いる。制(新鮮豚肝を五倍容
の水と共にプレ γダーにかけ， 3日間 370C自家消
化せしめ， 1慮液を流水透析したもの。トルオーノLを
加えて冷暗所に保存すれば長期の使用に耐える。こ
のアルギナーゼは， M/4000'アルギニンを pH9.0 
にて 30分で 100%分解する。) ， 
c) アルギニ y及びグリコシアミン量の計算。ア
ルギ、ニン量は，アルギナーゼ作用前後の吸光度の差
から求める。即ち，全呈色物質の吸光度を A，アル
ギナーゼ作用後の残存呈色物質の吸光度を B，とす
ると，Mj4000アルギニン (4.35mg%) 1.0 mlを
直ちに呈色せしめた場合の吸光係数が 0.71(12)であ
4.35ることから，求めるアルギニシ量は 2くA-B)x江冗
mg%となる。尚， A及び Bは夫々 の盲験値を号!し、
た吸光係数，叉 AとBの差を 2倍したのは前記め，
め項に記した如く被験液を， あらかじめ三塩素酢
酸により 2倍に稀釈されて居るからである。
アルギナーゼ作用後の残存呈色物質は，次の実験
結果に基し、て，グ、V コシアミンとして計算した。即 
ち，正常家兎血清 20mlを等容の 1!5%HCI04で
除蛋白し， KOHで中和し，その漉液を水浴上で、数
mlにした後， デシケーターで 1ml ~こ濃縮してペ
ーバーグロマトグラブイを試みた。展開剤にはプタ
ノ -71-酢酸水 (4:1:めを用い，呈色には私共の坂
口反応試薬をスプレイすることによって，血清中の
坂口陽性物質はアルギニシとグリコシアミンである
ことを認めた。この際，対照アルギニ γ及びグリコ 
シアミンのスポットより僅かに低い Rf.値を得た 
が，これは濃縮液中の塩類の影響によるものと考え
られる。即ち，濃縮液に添加したアルギ、ニン及びグ
リコシアミジも同じ Rf.値を示した。それ故アル
ギナーゼ作用後の残存呈色物質をグリコシアミシと
して計算した。その吸光度を B(盲検値を差51し、た 
値〉とし， M/4000グリコシアミシく3.17mg%) 1.0 
mlを直ちに呈色せしめたときの吸光度が 0.47(12)で
あることから，求めるグリコシアミシの量は，
2B × 3117mg%となる。 
0.47 
の実験結果。家兎の四塩化炭素中毒前後に於け
る血清中のアルギニユ/及びグリコシアミジの量を比 
較すると，中毒後はアルギニン量が著明に減少を示
しており，グリコシアミ γの量は安らない(表II)。
表II. 家兎血清坂口反応呈色物質の量
兎番号 |!l(中皿ァ毒 Imgjdl〉!|(中 gリ前コ1)シ!cmgjソ後g/ル前めギ仁中ニ毒シ後 mグ毒id ア中ミ毒d1) 
1 2.30 0.19 1.17 1.17 
2 2.45 0.20 1.20 1.29 
3 4.01 0.25 1.66 1.36 
4 5.46 0.35 1.76 1.74 
5 1.88 0.25 0.90 0.95 
6 2.76 1.29 
7 2.26 1.11 
8 2.90 1.40 
9 2.85 1.34 
10 2.51 1.20 
0.25 1.30 1.31 
次いで人血清につし、て，正常並びに癌患者とにつ 
いて比較したところ a癌患者血清に於いては，アル
ギニン量が概して低し、傾向を示しているが，グリコ
シアミンの量は斐らない(表 JII)o
尚，癌患者血清中にはアルギナーゼの出現は認め
られなかった。
III) 尿中アルギニン及びグリコシアミンの測定
尿中には，我々の坂口反応を阻害する物質がある
ので，これを除くためイオン交換樹脂を用いた。即
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表li.人血清坂口呈色物質の量
(番号lアルギニ yIグリコシアミ Y 
8 mgjdll .1.20 mgjdl 
2 2.08 1.04 
2.00 1.22正常人 3 
2.144 1.27 
5 1.95 1.10 
1 1.94 1.20 
1.70 1.04癌患者 2 
3 1.70 1.27 
ち，尿に濃塩酸を滴下して pH2とし，生じた沈澄
を遠沈除去し，この上清5.0mlを，遊離型 Dowex 
50 (X4，100~200 mesh) 2 mlを充填した内径0.5 
cmのカラムに通す。次いで 10m1の水でカラムを
洗い流した後，Nj10苛性ソーダ液を以って溶出せ
しめ，溶出先端に於ける pHをテストペーパーで
検しながら 5.0mlずつ試験管に逐次分劃する。約 
20mlを流し終る境，中性からアルカリ性に愛る。
かくして、溶出液が中性を越えてからの 4本乃至 5本
の試験管に呈色物質は完全に回収され，その大部分
は2本に集中する。この液中には阻害物質はない。
これら分劃して得た 5.0ml中の各1.0mlにつき前
記呈色法により全坂口呈色物質の吸光度を求め，ア
ルギニ y及びグリコシアミシは，これら分注液を集
めて，血清の場合と同様，肝臓アルギナーゼ作用前
後の吸光度から求めた。尚この溶出液についても， 
II)c)項の血清の場合と同様，濃縮液についてぺ
{パ{グロマトグラブィーを行い，アルギニン及び
グリコシアミンに相当するスポットのみを認めた。
実験結果は，表百の如く，正常家兎の尿中アノL
ギニン対グリコシアミゾの比は，約 1対 2である
が，中毒尿に於いては約 1対 7であり，アノLギニシ
の比較的減少が認められた。正常時に比して中毒時
の尿中呈色物質の総量が多いのは，四塩化決素を与
えて後 20時間の採血時まで排尿がなく，その為濃
縮されたものと推察される。
表lV.家兎尿中坂口陽性物質の量
|アルギニン|グリコシアミシ 
1.44mgjdll 3.68 mgjdl 
1.27 9.51
常毒正中
考按
血清アルギニ γ及びグリコシアミンの分離定量法
としては，現在数々の方法が行われている。 Bors~ 
ook等(1)はパームチット吸着法により， Bergeim 
等(2)(3)(6)は微生物学的な分析法， moor，Stein等〈日〉
はイオ y交換樹脂によるカラム法， Melvi1leC7}，中
村ω等は酵素の特殊性を利用して，それぞれアルギ
ニン或はグリコシアミシを定量している。叉 Pils~ 
um等ωは除蛋白試薬の特殊性を利用し，彼らの坂
口安法によって分離定量している。然しながら，パ
ームチットによる分離，並びに除蛋白試薬の特殊性
を利用する方法は，心ずしも正確には行し、難<，叉
微生物分析法や，イオユ/交換樹脂による方法は実験
が繁雑であるため，私は肝アルギナ{ゼの特殊性を
利用する方法を採用し，呈色には本教室に於いて新
に改良した渡辺(12)の坂口安法によった。得られた
結果つにいて，人血清中のアルギニシ量については
比較すべき報告がし、くつか見られるが， グリコシア
ミγ及び家兎のものについては少い。私の測定値を
他の報告と比較すると表 Vの如くである。
四塩炭素中毒時の血中アルギ、ニシ量については，
前報によって報告したところの，正常時存在しな
いアルギナーゼが中毒時血清中に出現し， これが
流血中に於いて血中アルギ、ニゾを分解するものと解
せられる。即ち，中毒時血清を中性のま.':>.370C，に
放置して置くと，時間と共にアルギニン量は減少
し， 尚叉， この血清 5.0mlに 0.1mlの Mj100ア
ルギニユ/を添加して 370Cに放置したところ， 1時
間後には加えたアルギニンの 90%が分解を示して
いた。更に叉，尿中アルギニン量が黄痘時比較的減
少を示していたことから，血清中アノLギ、ニ yの減少
は，アルギニ yの尿中排泊:速度が増加するためで、な
いことは明らかで、あり，むしろ尿中アルギニンの減
少は，尿中にアノLギナー セ、、は排「証されていない事か
ら，血清中アルギニシ被少の結果で、あると思われ
る。以上の理由から， 血清アルギニシの少い理由
は，アルギナーゼによる分解によるものと推察す
る。この事実は叉，逆に，血清中アルギニシ滅少か
ら アルギナーゼの出現を知り，間接的に肝細胞自p
体の障碍を知ることが出来，臨床的には，血清中の
坂口反応陽性物質の定量と云う簡単な操作によって
肝細胞障碍を推定し得ると云う診断的意義を有する
ものと思う。
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表V 血清アルギニン及ひγ リコシアミシ定量値の比較
法
氏名及び発表年|対称|アルギニン(グリコシアミ y 1 測 定 方 
mg%1 mg%!
Bergeι 19461 人 |23 (11~35ア| l微生物学的分析法 
Johnson u. 
B訂 geim 19501 人 1.6 (1.0~2.7) I I微生物学的分析法 
主:江 u. 1951 I I1.5 (1ル193〉i イオ Y交換樹脂カラム法呈色 ニシヒドリン法
222よ 附| 人 |16(但し全血値)I0.3白血値〉 除蛋試薬による分離呈色坂口定法
アルギナーゼ法著 者問i人 I2.05 (1.95~2.14) I1.15 (1.1O~1.22) I 呈色渡辺の壊口安法
ま;;ι19471 犬 I3.33 (1.8~4.8) 徴生物学的分析法
Henderson 1ω(ラッテ j 3.9 (2.7~4.9) 微生物学的分析法 
Melvil1e u. ~ (但し全血)1 
Roberf 1951 i .?G 
法口よ 
0ι
川 文
法恒一法坂
一ゼの
一 前 一 - 辺
一ナ渡
ギ一ギル 色 ル 色
M E FASZn
ア呈 ア呈ナ ゼ 
1.1 (0.3~2.4) I 
著
者 1958 i
兎
2則 8M46〉[1刈 1M76〕|
持括弧内は範囲を示す。
総 括 支 献 
1) 家兎四塩化茨素中毒時の血清中に出現するア
ルギナーゼは，アルギニ γ以外のグアニジノ化合物
には作用せず， Mnt+によって賦活される。尿中に
は中毒前後を通じてアノLギナーゼの排世なく，癌患
者血清中にもアルギナーゼ作用は認められなし、。 
2) 豚肝ア;1.-ギナーゼの特殊性を利用し，呈色に
は渡辺の坂口安法(12)を応用して，血清及び尿中ア
ノLギニンとグリコシアミンを定量した。 
3) 家兎四塩化安素中毒時の血清並びに尿中アノL
ギニン量は，減少を示しグリコシアミシ量は安らな
い。人の癌患者血清中のアルギ、ニン量も概して低い
傾向を示し，グリコシアミン量は安らない。
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